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近年中国からの留学生が急拡大している。そのうち特に女性が、就職前後の時期にどのような問題に出会
い、どのようにそれを乗り越えているかの調査を行った。インタビュー調査対象者は7名で、インタビュー
はコロナ禍の影響が落ち着きつつあった2022年末に行われた。就職活動に関しては、主に中国人のネット
ワークを利用して乗り切っていた。職場では日本語能力や文化的葛藤により差別感を感じることがしばしば
あった。中国人としてのメリットは、中国語によるIT関連の情報網が拡大し、それらを利用できることが
大きいこと。そして中国の市場も拡大しているため、それらへの媒介者として力を発揮していることがわ
かった。文化的には日中での友人観の違いにより、日本人との友人関係に距離を感じがちで、なかなか日本
人とプライベートな人間関係が築けていないが、日本人と同様の距離感のある友人観を受け入れることで日
本での生活に慣れることができる。ジェンダー観についても、日本人の性別役割意識になじめず、それも人
間関係の壁となっていたが、しばしば自分が外国人であることを強調することで性別分業からの解放を試み
ている。職場においては（ジェンダー関連以外においては）その人間関係を概ね受け入れ、適応しようと心
がけているが、プライベートでは中国人の友人関係だけに頼っている姿がうかがえた。

キーワード：永続的ソジョナー

背景と目的
近年、グローバル化の進展に加え、人口減少に伴
う労働人口の減少を背景に、専門的技術・知識を持
つ外国人材の確保と活用が進みつつある（鍋島
2016）。そのなかで日本政府は、外国人留学生を「高
度人材の卵」（内閣府2009）として認識し、外国
人留学生の受け入れおよび日本における就職・定着
を積極的に推進している（文部科学省2008）。
特に中国からの留学生の割合は全体のほぼ半数を
占めており（日本学生支援機構2022）、その存在

感は大きい。本稿では現在日本で働いている中国か
らの元留学生女性が、就職前後の時期に、どのよう
に日本社会や職場環境に適応していっているかを示
すことでその問題や改善すべき点を示したい。特に
女性に着目したのは、外国人としてだけでなく、女
性としての差別についても考察を深めるためだ。
なお本稿の調査が行われた2022年は、2019年末
に中国で発生し、2020年から全世界で猛威をふる
い続けてきた新型コロナウィルス感染の影響がまだ
残る状況にあった。そのため本稿での調査内容にも
影響がみられる可能性があることを付記しておく。

先行研究
上述の背景に応じて、外国人留学生の就職問題に
関して、多様な調査・研究が行われてきた。そのな
かで、外国人留学生本人に焦点を当て、就職前の就
職動機・不安や就職活動中に遭遇する困難、就職後
の状況と問題などに着目する研究が行われてきた。
なかでも、就職した後の外国人留学生（以下は元留
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学生外国人社員とする）の状況に着目する研究は次
のように分類することができる。
まず、元留学生外国人社員が日本企業で働く際に
感じている困難と不満を明らかにする研究が行われ
ている。具体的には、「日本語能力」（藤2016、	稲
井2012、横須賀2015）、「職務内容」（藤2016）、「職
場における人間関係とコミュニケーション」（稲井
2012、	小松・黄・加賀美2017、	横須賀2015）、「企
業環境と制度」（藤2016、	稲井2012、	小松・黄・
加賀美2017、	鈴木2015、	塚崎2008）において、
多くの外国人社員が困難と不満を感じていることが
報告されている。
次に、元留学生外国人社員は日本企業で働く際に、
上述したような困難やコンフリクトをいかに乗り越
え、日本企業に適応していくのか、そのプロセスを
明らかにする研究も行われている。例えば、宮城・
中井（2017）は、異文化適応の構造モデルを用い、
「新参入者が持っている素因」、「ホスト環境」、「異
文化内での新参入者の示すコミュニケーション能
力」、「ホスト社会とのコミュニケーション活動」と
いう四側面から、ベトナム人の元留学生の日本企業
における異文化適応プロセスを説明した。小松・黄・
加賀美（2017）は、葛藤解決行動を全29件をカテ
ゴリー化による分析から、「協調的調整」、「回避」
と「同調」という3つを分類し、中国人元留学生が
多文化就労場面において職務上の葛藤を抱えた際の
葛藤解決行動を説明した。坪谷（2008）は、中国
人元留学生は職場への適応の仕方や不満の在り方
は、どのような準拠集団を持っているかによるとし
ている。さらに、男性と女性の国際移動経験は異な
る（中澤2016）という視点から、元留学生の外国
人女性に着目した研究もある（Liu-Farrer	2009、
鈴木2017）。坪谷（2008）は、中国人女子元留学
生は日本企業で働く際、外国人であり、女性である
という二重に不利な立場に置かれていることを明ら
かにした。鈴木（2017）では、日本企業に入社し
た元留学生の外国人女性にとって、自らのキャリア
の展開は、結婚・出産といった女性としてのライフ
イベントの実践を妨げていることが指摘された。こ
れに対し、Liu-Farrer（2009）	は、中国人女性が
日本企業で働く際に、伝統的なジェンダー秩序や日
本企業特有な慣習に囚われず、キャリア形成の方略
を模索していることを論じている。特に彼女たちは、
中国語と日本語の両言語ともに堪能なバイリンガル

ならびに、中国と日本の両文化に精通する者として
位置づけられているため、中国関連のビジネス業務
に従事することで、専門性の高いキャリアを構築し
ていることが示された。また、日本企業で一定の経
験やスキルを蓄積してから、自ら起業するという
キャリアプランを実践している者も報告された。
最後に、中国人留学生の職場以外の生活面で日本
人との文化的葛藤を明らかにする研究が行われてい
る。毛・大坊（2006）の研究で、「中国人と比べた
場合の日本人の人づきあいの特徴」という質問に対
して、日中両国の留学生から共通に「距離感」、と
いう上位カテゴリーを得たことがわかる。また、中
国人と日本人では友人観が異なり、中国人のほうが
より近い友人関係を好むこと上原他（2011）が指
摘していた。

調査方法
インタビュー調査を実施した。インタビュー調査
は、就職前（就職先が決まった際）と就職後それぞ
れに関して、半構造化インタビューに基づく質的研
究法を採用した。就職前については、来日経緯、日
本で受けた学校教育の内容、就職動機、今後の予定
などを主たる質問事項とした。就職後に関しては、
仕事内容、仕事時間、職場の人間関係、就職後の生
活、今後の予定などを主な質問事項にした。ただし
インタビューの状況により、必ずしも全ての調査対
象者に、これら全ての項目に関する話を聞けたわけ
ではない。
調査期間は、2022年10 〜 12月であった。イン
タビューは中国語で行い、調査対象者の同意のうえ
録音し、日本語に翻訳し文書化した。インタビュー
の全文は王（2023）に収録している。

調査対象者
調査対象者は7名である（表1）。対象者の選定
にあたっては、中国人の女性で、日本に留学した経
験があり、インタビュー開始時点で日本で働いてい
るという三つの条件を設定した。研究対象者は、第
一著者の知り合いから紹介してもらっている。研究
対象者の概要は表1のとおりである。日本語能力に
は若干の違いがあるが、全員日本語能力試験の最高
ランクのN1を取得している。
なお最初に書いた通り、この調査が行われた時期
はコロナ禍の影響下にあった。特に2020年度の一
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年間は新型コロナの感染拡大を防ぐため、きわめて
厳しい管理が行われ、多くの大学でオンライン授業
が行われていた。A〜Dに関しては2020年は大学
院の初年度にあたり、学生間のコミュニケーション
が相当制限されていた可能性がある。

表1　調査対象者
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表表  11  ::  調調査査対対象象者者  

仮名 年齢 学歴 来日年度 卒業年度 就職年度 専門分野 業種 
A 26 大学院 2018 2022 2022 社会学 システムエンジニア 
B 25 大学院 2010 2022 2022 国際学 システムエンジニア 
C 25 大学院 2018 2022 2022 社会学 経営企画 
D 25 大学院 2018 2022 2022 文学 システムエンジニア 
E 29 大学 2008 2011 2011 国際学 総合職 
F 26 大学 2017 2021 2021 金融 コンサルタント 
G 24 大学 2015 2022 2022 金融 コンサルタント  
  

調調査査結結果果  

55--11 就就職職活活動動  

調査対象者は、大学または大学院の卒業修了 1
年前から就職活動に参加し、日本の会社の内定を得

ている。就職活動が始まるまで、彼女たちは外国人

として日本人のように就職活動の流れを具体的には

知っているわけではなく、就職活動の情報を知るこ

とができるルートも少ない。 
いつから就職活動を始めるべきか、SPI とは何か、

就職活動がどれだけ長く続くか。最初に彼女たちが

知っていたのはすべてこのような簡単なことだけだ

った。しかし、自分はどこから始めればいいのか、

どんな仕事に向いているのか、彼女たちは迷ってい

た。業界や職種ごとに何をしているのかさえはっき

りしないということがわかる。  
彼女たちの一部は学校の就職支援センターに助け

を求めた。しかし、学校の就職支援センターは就職

活動の流れや業界や職種、つまり、もともとネット

で検索できるものを紹介しているようだ。  
 就活支援は私も利用したことがあります。卒業後

でも、学校は卒業生にこのような就活支援をして

います。しかし、私にはそれは何の助けになりま

せんでした。もっと多くの助けは中国人の互助グ

ループから来ていました。(D)  

  
学校には学生に就職活動の援助があります。私

はそのサイトにログインして履歴書などを投稿しま

した。学校は電話して仕事を探すのはどうですか

と言ってきたのですが、私は結局自分で IT 会社

を探し、見つけたと言いました。あまり助けられて

いないと思います。(B)  

  
学校の就職支援センターは学生のエントリーシー

トの修正を助けてくれるが、彼女たちによると、就

職支援センターは留学生の日本語の間違いを直すだ

けで、エントリーシートの内容については有用なア

ドバイスを提供していないということである。  
社会や学校からの役に立つ支援が少ない中、彼女

たちは自分たちで情報網を作り助け合っている。日

本人の助けを得ることができたものもいる。 
私が使っていたアプリは、行きたい会社の先輩に

相談することができます。その人は私の１０歳くら

い上の大学の先輩で、ちょうど私が行きたい会社

にいました。それからその日本人の先輩に何かを調査結果
5-1　就職活動
調査対象者は、大学または大学院の卒業・修了1
年前から就職活動に参加し、日本の会社の内定を得
ている。就職活動が始まるまで、彼女たちは外国人
として日本人のように就職活動の流れを具体的には
知っているわけではなく、就職活動の情報を知るこ
とができるルートも少ない。
いつから就職活動を始めるべきか、SPIとは何か、
就職活動がどれだけ長く続くか。最初に彼女たちが
知っていたのはすべてこのような簡単なことだけ
だった。しかし、自分はどこから始めればいいのか、
どんな仕事に向いているのか、彼女たちは迷ってい
た。業界や職種ごとに何をしているのかさえはっき
りしないということがわかる。
彼女たちの一部は学校の就職支援センターに助け
を求めた。しかし、学校の就職支援センターは就職
活動の流れや業界や職種、つまりもともとネットで
検索できるものだけしか紹介していないようだ。

就活支援は私も利用したことがあります。卒業後
でも、学校は卒業生にこのような就活支援をして
います。しかし、私にはそれは何の助けになりま
せんでした。もっと多くの助けは中国人の互助グ
ループから来ていました。（D）

学校には学生に就職活動の援助があります。私は
そのサイトにログインして履歴書などを投稿しま
した。学校は電話して仕事を探すのはどうですか
と言ってきたのですが、私は結局自分で IT 会社
を探し、見つけたと言いました。あまり助けられ
ていないと思います。（B）

学校の就職支援センターは学生のエントリーシー
トの修正を助けてくれるが、彼女たちによると、就
職支援センターは留学生の日本語の間違いを直すだ
けで、エントリーシートの内容については有用なア
ドバイスを提供していないということである。
社会や学校からの役に立つ支援が少ない中、彼女
たちは自分たちで情報網を作り助け合っている。日
本人の助けを得ることができたものもいる。

私が使っていたアプリは、行きたい会社の先輩に
相談することができます。その人は私の10歳く
らい上の大学の先輩で、ちょうど私が行きたい会
社にいました。それからその日本人の先輩に何か
を聞いてもらうことができて、準備を手伝っても
らうことができました。当時私のボーイフレンド
も日本人だったので、彼にもESを直してもらい
ました。（C）

ただし他の多くは中国人同士の助け合いを形成し
ている。彼女たちはSNS上にグループを作り、就
職情報を共有し、互いにアドバイスをし、模擬面接
を行い、独特の中国人のネットワークを形成した。

その時私はラインのオープンチャットの中に面接
を練習するグループがあることを発見して、自分
でもグループを作って、日本人が入ってきて、私
は彼らと一緒に面接を練習しました。WeChat 
で中国人のグループも作りました。 みんなは助
け合い、面接の練習、情報交換、履歴書を書く経
験を交流しました。（G）

しかし、このような中国人のネットワークもずっ
と順調ではなく、時には中国人が互いに競争し、友
好的ではない現象が現れることもある。だから助け
合う相手を選別している人もいる（G）。

人と情報を共有し、情報を交換し、そしてみんな
で一緒に成長することを学ばなければならないと
いうことです。しかし、あなたと一緒に成長した
くない人も、あまり情報を共有したくない人もい
ます。そんな人と付き合う必要はありません。こ
れはやはり重要だと思います。（G）

稲井（2012）の研究で、留学生が就職するにあたっ
て必要なこととして、大分調査では、「就職活動の
方法を知りたい、就職した先輩から話を聞きたい」
が30％、「求人している企業の情報を知りたい」が
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21％と、50％以上の者が情報収集を挙げている。
これまで述べたように、留学生採用枠を設けている
企業がまだ少ないため、留学生が応募できるかどう
か、採用される可能性があるかどうかがわからない、
という不安の表れであろう。佐々木（2015）によ
ると、ほかの国からの留学生に比べて中国人留学生
は、日本にいても同国人や出身国で中国を意識する
ことが多く、Weibo、QQ、WeChat、人人網　等、
中国語話者を主な対象としたSNSを使用している
ため、中国人留学生間でのみ交流が行われがちなこ
とが述べられており、中国人としてのアイデンティ
ティが意識的、無意識的に関わらず日々のSNSの
利用を通して顕在化する結果になっている。
本調査でも、学校の就職支援センターの助けは役
に立たず、中国人女性留学生は自分のネットワーク
を形成していることがわかる。
このようなネットワークとしての適応は周

（2017）が述べるように近年の傾向であると考えら
れ、特に急速に数の増えている中国人留学生におい
てより明瞭にあてはまる現象であると考えられる。

5-2　職場での外国人としての非差別感（C,E 以外）
仕事の中には、個人的な原因でおこる問題がある。

「外国人だからこういう問題がある」のではなく、
誰でもこのような問題が出てくるのである。しかし、
日本人側では、つい外国人というレッテルを貼って
その問題を捉えてしまうかもしれない。「外国人だ
からこそ出てくる問題ではないか」、「言葉のせいで
私の言っていることがよく理解できないのではない
か」、「文化の違いで日本人とは違うことをしている
のではないか」と考えてしまうことはめずらしくな
い。逆に外国人の側でも、本来個人的な問題であっ
たのに「私は外国人だからこんな扱いをされるのだ
ろうか」と思っているかもしれない。
外国人であっても日本人と同じように仕事ができ
ることも多いだろう。しかし、特に今回の調査対象
者のように勤続年数がまだ短く、上司がその人の仕
事能力を十分把握できていない場合、時間コストの
節約と日本語ネイティブへの安心感から、上司は取
引先とのコミュニケーションの仕事を日本人の部下
に任せる傾向があり、外国人としての被差別感がし
ばしば生ずる。

お客様に向かって発表することもありますが、実
は発表された内容はすべてプレゼンテーションに

書かれていて、日本人もそれを読んでいます。で
も、私に発表させなくて、日本人に発表させます。

（D）

中国人として、日本の社会に溶け込むかどうかに
かかわらず、文化の違いによる問題が生じることも
珍しくない。簡単に言えば、中国人はもっと自由で
柔軟で、現場でのアドリブな即応的対応を好む傾向
がある一方、日本人は厳格でまじめであり、準備を
重視することが多い。このことから仕事で文化的摩
擦が生じることもしばしばあり、それが中国人に被
差別感を与えることもある。

その時、私は入社して 1 年も経っていなかった
です。同僚を呼んで何かを議論しようとしました。
でも、私は彼女にどのような情報を提供する必要
があるかなどを事前に教えていなかったです。そ
の時私は、一緒に解決策を考えるだけで大丈夫だ
と思っていました。でもその日本人は「私をこの
会議に参加させるのなら、私が何を準備すべきか
事前に教えてくれるべきだと思う」と言いました。
そして、彼女はこの話を他の人たちの前で、直接
私に言いました。「わかりました」と私が言うと、
彼女は「本当にわかりましたか。日本語がわかり
ますか」と言いました。このことは私を気まずい
思いにさせました。（F）

そして外国人への配慮から、仕事中に外国人に何
度も念を押したり、外国人の仕事をダブルチェック
したりする人もいる。好意からだが、「日本人と同
じように理解して仕事ができるのに、私への不信感
ではないだろうか」と考える外国人も少なくない。
そのように日本人の側からは好意で行っていること
が、被差別感につながることもある。

外国人なら、どちらかというと言語能力の問題に
ほかならないと思いますが、やはり ネイティブ
スピーカーではないです。上司は取引先と交渉す
る仕事を 80％の確率で日本人に渡します。20％
の場合は私に任せるのですが、日本人の同僚の助
けが 1 つ多くのステップになります。私の言っ
ていることが正しいかどうか、ほかの日本人に 
ダブルチェックさせる必要があります。（D）

このように、本研究の調査対象者は日本語能力の
問題や、異文化の葛藤により被差別感を生じていた。



－241－

これは黄（2012）における非差別感の原因分析の
うちの二つの因子にあてはまる。また上司からの外
国人への配慮（言語の間違いが起こらないか）が逆
効果を生じ、非差別感を感じてしまっていることも
わかった。

5-3　 仕事における中国人であることのメリット―
―多言語の使用、情報を探す（C,E以外）、大
きな市場　（C,E）

日本で働く中国人が最も多く使う3つの言語は、
中国語、日本語、英語である。だから日本人に比べ
て、中国人の仕事上の優位性の一つは中国語にある。
まず、情報収集上のメリットがある。中国はここ数
年IT分野で技術の発展が進んでおり、中国の人口
は十分なソフトウェアユーザーを支える。そのため、
中国人がユーザーの多くのソフトウェアがあり、成
熟した規模を形成している。その上で検索した情報
は範囲が広いだけでなく、深さがある。これらは中
国語ができない日本人にはなかなか触れえない世界
だ。だから特にIT業界、コンサルタント業界の中
国人（C,E以外）	は、情報収集のメリットを通じて
日本人よりも成長速度が速い人が少なくないと捉え
ている。

会社の研修より、インターネットで自分で学んだ
ほうが良いと思います。日本人の研修を聞いても
理解できるとは限らないこともあります。自分は
中国のサイトや YouTube で中国語でいろいろ
なことを探すことができて、彼らよりずっとよく
知っています。中国はネットワークエンジニアが
多いので、資料も多いです。（B）

コンサルティングという仕事をしているとき、資
源が多く、情報が多いことが中国人の強みです。
例えば私は提案について知りたいとき、中国のア
プリでたくさんのまとめを見つけることができま
す。参考になる情報はたくさんあり、日本人には
触れられない情報です。だから自分の成長速度は
日本人より速いはずだと思っています。 （F）

一方、中国と日本は地理的に近く、中国は大きな
市場であり、日中の取引が多いことを前提に、貿易
会社やメーカー会社の中には、中国人に中国の業務
を連携させたり、中国人の従業員を中国の支社に派
遣したりする傾向がある（C，E）。今回の調査対象

者の中にはいなかったが、その知り合いには日本の
会社から給料をもらって物価の安い中国で生活して
いる場合もある。これも中国語母語話者にとって仕
事上のメリットである。

中国人の強みとしては、中国は人口が多く、日本
に近いため、日本にとって非常においしい海外市
場です。だから多くの企業が海外市場を開拓する
ことを選んだとき、中国のことを優先して、そし
てあなたが中国人であれば彼らを助けることがで
きるかもしれません。その点では少し有利になる
かもしれません。（C）

Liu-Farrer（2009）	は、中国人女性が日本企業
で働く際に、伝統的なジェンダー秩序や日本企業特
有な慣習に囚われず、キャリア形成の方略を模索し
ていることを論じている。特に彼女たちは、中国語
と日本語の両言語ともに堪能なバイリンガルならび
に、中国と日本の両文化に精通する者として位置づ
けられているため、中国関連のビジネス業務に従事
することで、専門性の高いキャリアを構築している
ことが示された。
本研究における調査対象者は中国語母語話者とし
て、仕事中に情報収集の範囲が広く、日本人より成
長のスピードが速いというメリットがあると考えて
いる。彼女たちは中国関連のビジネスにおいても優
位に立っている。Liu-Farrerの調査時とは異なり中
国の市場としての価値はさらに拡大し、インター
ネット上における中国語の情報網の広がりもあり、
中国語のバイリンガルの価値もより高まっているこ
とがわかった。これは中国がおかれている新しい状
況を反映していると考えられる。

5-4　仕事と家庭の両立
本調査で取材された女性はみな結婚や出産への意
欲が低い（A〜G）。ただし、結婚はしたほうが良
いと思っている者が多かった（A,F以外）。

私自身、結婚への意欲はあまりありませんが、人
生の課題だと思います。私は結婚の意味を知りま
せんが、いつかは結婚すべきことだと思っていま
す。（E）

出産は自分の犠牲が大きすぎます。その時間を仕
事に費やし、自分の好きなことに費やすことがで
きるのに、なぜ別の人のために、そして生まれて
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いない子供のために犠牲にするのかと思ってしま
います。（F）

彼女たちが結婚、出産に消極的な理由はいくつか
考えられる。その原因の一つは、中国における若者
の結婚についての考え方の変化である。結婚の本質
は女性への搾取だと考える女性が増えており、結婚
は自分に利益をもたらすものではなく、デメリット
をもたらすと考えていることがわかる。
また一つの要因として、海外に留学し、日本での
仕事を選んだという時点で、仕事を重視する者が日
本に残っているとも考えられる。
もう一つの要因は、日本における性別分業の観念
であり、結婚した場合、中国以上に家事の負担が女
性に偏るという予想がある。
育児に関して、日本社会は出産について多くの福
祉政策を示しているが、女性の家庭と仕事の両立に
対して、社会も会社も良い保障を与えていない。日
本人の育児観念と社会制度の相互作用の下で、もし
会社に妊娠や妊娠の計画を知られたら、会社は女性
が次に家庭に傾くことを予想し、それによって女性
が職場で昇進する余地がなくなり、さらには仕事を
辞めさせられるリスクもある。

私は今彼氏がいて、結婚計画があって、しかし子
供を産みたくなくて、産む時間がありません。子
供の世話をしていると、ずっと仕事を続けること
ができないと私はそう思っています。（B）

制度が不備で、産休のない小さな会社も存在しな
いわけではなく、女性は退職を余儀なくされている。
このような状況下で、多くの中国人女性は仕事と家
庭の岐路に立たされた時、その中の1つを選ばざる
を得なかった。（特に中小企業の場合	E,G）

会社は以前産休がありませんでした。会社は家族
企業だからです。妊娠していることが会社に知ら
れると、社長の母親は婉曲に説得します。生活目
標を家庭に置いたほうがいいとか言ってくれます

（E）

外国人として、日本で働くことはすでに決心し、
何重もの抵抗を突破しているため、このような選択
に直面すると、より多くの中国人女性は結婚や育児
を放棄し、自分のキャリアを発展させることを選ぶ。

結婚や出産に関しては、会社はあなたが結婚した

ら退職するかもしれないと考えています。長く働
かないつもりで育てていくので、経営者の立場か
らも理解できます。そして日本では育児は母親が
負担することがデフォルトとされています。だか
ら仕事のために考えたら私は子供を産みたくあり
ません。（E）

本研究の調査対象者の中国人女性留学生はいずれ
も仕事と家庭の両立に直面している。日本の社会や
会社制度は、女性が結婚や育児に不備を抱えている
ために、女性が家庭や仕事に直面する際に1つしか
選択できないようになっている。岩田・大沢他
（2015）の研究では、日本人大卒女性の仕事と家庭
の両立について述べている。岩田らは仕事を重視す
る女性ほど、自分の仕事の理想と現実のギャップに
幻滅し、収入的にはあまりよくない条件での転職や
一時退職を余儀なくされることを論じている。結婚・
出産後の大卒女性の再就職率も高卒女性や他国の大
卒女性と比べても低い状況にある。このような状況
は日本で働く中国人女性にもあてはまる。ただし、
彼女たちは自分たちが外国人であることを利用し
て、日本人の性別役割分業観から自由であろうとす
る者が多い。それについては次節で見ていこう。

5-5　日本人の女性観への違和感　（A,D,F,G）
近年、世界中のフェミニズムはすでに潮流となっ
ており、中国も例外ではない。一方日本は先進国で
あるが、ほかの先進国より日本の民族性の中での「曖
昧さ」と保守的で集団的な役割の下で、日本の伝統
文化を強固に守っている。だから日本社会の性別分
業意識はまだ強いと考えられている。そして、調査
対象者によると、日本社会は男権社会として、社会
では男性に合わせる文化がある。女性には女子力が
求められ、優しく、声が小さくなければならないな
ど、女性に対するルールや枠組みがあるということ
である。調査対象者は、中国社会は女性に関する要
求がより弱く、日本社会のこの価値観は彼女たちと
は異なると考えている。彼女たちは女性の性格、身
なりは、個人の自由であり、男性や他人に合わせる
ためではなく、社会はより多元的なライフスタイル
を包容すべきだと考えている。

日本は女性に対して枠があると思います。女の子
は必ずおしゃれで、話し声は小さく、優しくしな
ければならない。前に着物屋でアルバイトをして
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いたとき、中国人の同僚がいました。彼女はふだ
んカジュアルな服装をしていて、いわゆる女の子
のような服装ではありません。日本人の同僚は彼
女の服装があまり好きではないような気がしま
す。ある日彼女が着ていたのがきれいだったので、
みんなは彼女が今日このように着ていたものをか
わいいとほめました。しかし、それは必ずしも善
意を持って言っているわけではなかったと思いま
す。（G）

性別については、日本はまだ両性分化が極端な国
で、男は何をすべきか、女は何をすべきかを規定
しているような気がします。今ははっきり口には
出しませんが、みんなは長い間の習慣で、このルー
ルを守って行動しています。例えば私は甘いもの
が好きではないと日本人に言って、ブラックコー
ヒーなど甘くないものしか好きではないと言うと
き、彼らはあまり女の子らしくないという話をし
ます。彼らは無意識で言っているのかもしれませ
ん。（A）

職場では、グループの活動で女性はみんなを世話
する側であることが暗黙の了解になっていることも
ある。職場でも雑用を女性に任せている上司は少な
くない。しかし、多くの日本人女性はそれが普通の
ことだと思っていて、自分から進んでやっているこ
ともある。中国人女性と日本社会のこのような価値
観の違いも、中国人女性が日本社会に溶け込みにく
い理由の一つである。（A，G）

私は職場では女性に見られないようにしていま
す。私と一緒に仕事をしている女性がいます。彼
女は、正社員なのに、上司が事務員のやることを
やらせることがあると思います。彼女にファイル
をスキャンさせて、手元の仕事を一時やめて、コ
ピーを取ってくれるようたのむことが多いです。
この仕事は職場では女性がやるべきだと思われる
ことがあります。（A）

会社では、例えばエレベーターを乗り降りすると
きは必ず女性の社員が立って押しします。ここで
何年働いていても。会社には男の人が多いので、
一緒に食事に行ったとき、二、三十人の男がいて、
私を含めて二、三人の女性社員がいて、彼女たち
は自覚的に彼らにお茶や水を出しています。 （A）

ただし彼女たちの一部は、こうした日本の性別分
業に巻き込まれずにすんでいる。それを外国人であ
ることのメリットとして挙げる者もいる。上記のA
が「女性にみられないように」心がけているのも、
次のEと重なる部分がある。

日本に来る以前のイメージでは、女性は日本の職
場では比較的弱体化した役かもしれないと思って
いました。例えば会食の時は、何かおもてなしを
しなければなりません。しかし、私の部署の人の
多くは渉外のスタッフなので、外国人との交流が
多く、その影響で女性社員に偏見を持つことはあ
りません。
例えば私たちの部署が会食に出かけて、私たちは
上司のお世話をする必要はありません。自分のも
のを食べればいいです。私の上司の妻も外国人で
す。でも社長や少し上の男性社員は世話される習
慣があるので、食事に出かけるには私も空気を読
む必要があります。
だから逆に言えば、外国人女性として日本の職場
では優遇されることがあると思います。彼らは私
がこのような文化で育ったわけではないことを
知っているので、あまり要求することはありませ
ん。（E）

また日本は男権社会として、性別観念と社会制度
の不備により日本の職場の役職員の大部分が男性と
なっている。これは調査対象者に自分の将来の昇進
ペースが楽観的に見られないと思わせる（A，D，F，
G）

会社の経営層というレベルには女性が全くいず、
10 人以上の男がいます。自分がいくら努力して
も、今の会社の中で課長というレベルにはなれる
かもしれないが、部長のレベルになるのは難しい
と思わせました。後で社会に妥協することになる
かもしれないと思わされます。（F）

このような前提で、職場における男性の女性に対
するセクハラもめずらしくなく、女性に不安感をも
たらす。そして、セクハラに関する制度も整ってお
らず、女性がセクハラを受けても対処できない会社
が多いため、会社を辞めたいと思っている女性もい
る。

私がこの会社にはじめて来たとき、上司は私に
会って、私の写真は私とは違っていて、少し太っ
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たと言いました。確かにその写真は昔の写真で、
コロナのせいで家でずいぶん太りました。上司は
私にコンサルタントとして、各方面で完璧になっ
て、運動してダイエットしてほしいと言いました。
ある女性先輩にこのことを話しましたが、その女
性先輩はそれはセクハラに似ているが、そんなに
明確ではありませんと言っていました。後で思い
出しても私は怒りを感じていて、彼が悪意を持っ
て私に言ったに違いないと思って、私を不快にさ
せます。だから今転職するつもりです。（F）

どこからどこまでがセクハラになるかという概念
は曖昧で、日中での考え方の違いが衝突の一つの原
因ともなっている。

同僚の男性も私に個人的な質問をしたことがあり
ます。私から見れば、あまりたずねるべきではあ
りません。プライベートはおろか、公の場でそう
したことを聞かれるのはもっと気まずいです。オ
フィスで彼氏がいるかどうか、どんなタイプが好
きか聞いて、そして好きなタイプなどを言ったら、
もっと具体的な質問をしてきて、少し気分が悪い
です。（A）

Liu-Farrer（2009）の言うように中国人女性は
日本の会社にジェンダー平等を強調する性別規範を
もたらしていると言えるだろう。彼女たちは自分た
ちが外国人であることを利用して、職場においてあ
えて性別分業を無視することが多い。本研究でも中
国人女性元留学生が生活の中でも日本のジェンダー
観を認められないことがわかる。彼女たちは日本社
会の性別分業を認められないため、日本の職場に溶
け込む上で抵抗感がある。

5-6　 文化的葛藤――日本人の距離感（A ～ G）や
形式主義やルールの厳格さ（A,B,D,G）への
違和感

今回7人の調査対象者すべてのインタビューで、
「日本人の距離感」が言及された。取材された女性は、
日本人は礼儀正しく、出会ったばかりの頃はとても
仲良く、人を助けるのが好きで、まるで日本人のネッ
トワークに溶け込んでいるように感じるのは難しく
ないと思った。しかし、付き合いが長くなると、日
本人は予想とギャップがあることが分かった。付き
合う時間が長くなればなるほど、日本人は人とある

程度の「コミュニケーション距離」を保っているこ
とがわかる。つまり、相変わらず礼儀正しくあるが、
より深い関係に入るのは容易ではないということで
ある。

日本人は礼儀正しく、大きな声で話すことはあり
ません。そして、学校に通っている間に人間関係
ができて、私も大学院で友達ができました。ただ
私は日本人のネットワークにはいないので、日本
人の友達ができるのは実は少ないです。一人、二
人だけです。日本人は互いに距離感があるので、
あなたが話をしなければ彼らも話しません。（B）

日本人と同じグループに入る契機があれば、集団
主義の文化の背景により、日本人はチームワークを
よくするために人にやさしくあるべきと考えてい
る。だから、日本人はもともと距離感がある上、中
国人から見ると、日本人のこういう優しさは「距離
感のあるフレンドリー」にうつる。非移民国として、
文化の違いという客観的な要素による距離感は避け
られないのではないだろうか。調査対象者は日本人
が小さい頃から受けてきた教育と文化が違うという
前提なので、職場で日本人と良い同僚関係を維持す
ることができるが、生活の中で本当に日本人のネッ
トワークに溶け込むのは難しく、ネットワークは基
本的に中国人であることがわかる（C以外）。

学校に通っている間、私の友人はほとんど大学の
同級生だったり、語学学校で知り合った仲の良い
中国人だったり、彼らの友人だったりして、中国
人のネットワークの中に限られていました。日本
人のネットワークに溶け込むのは難しかったで
す。（E）

私は同僚とプライベートで飲み会に行ったことが
ありません。私はこれらの日本人男性にプライ
ベートの場で直接会いたくはありませんが、仕事
の上では溶け込んでいて、私の能力は認められて
いるような気がして、少しその感覚を認めすぎて
いるような気がします。仕事の場では仲良くして
います。（F）

職場という環境自体が仕事をする環境だと感じて
います。学校で溶け込みたいなら溶け込み、溶け
込みたくないなら溶け込まないようなものではあ
りません。職場環境は、溶け込みたいかどうかに
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かかわらず、溶け込まなければなりません。同僚
と協力して、接触して、交流することができて、
お互い威圧することはなくて、これはOKです。
職場でそれ以上は溶け込む必要もないと思いま
す。友達を作りに来たり、感情を話しに来たりす
るのではなく、日本語の練習に来ていると言えま
す。（G）

このような状況を孤独と感じている者もいる一方
で（D）、このような距離感を受け入れている場合
もある。

私はあまり友達を作らない人です。誰かのそばに
いなければならないわけではなく、いつも一人で
行動することが多いです。仲のいい友達もいます
が、毎日一緒にいるわけではないです。日本人の
友達はいません。私はこの少し距離がある感じが
好きです。（A）

距離感に関連し、プライバシーの感覚の違いもあ
る。日本人は人との境界感が強く、他人に迷惑をか
けるのが心配なので、なるべく邪魔をしないように
することを選ぶことがある。中国人の境界感はもっ
と弱い。中国人にとっては普通のことかもしれない
が、日本人にとってはパーソナルスペースを侵す可
能性がある。日中の社会環境の違いで、日本人はプ
ライバシーをより重視していることがわかる。これ
も距離感を感じさせる。

ある日アルバイトに行って、着替えていたら突然
携帯がどこかへ行ってしまったことに気づきまし
た。一般的にこの場合、中国では必ず同僚や誰か
に電話をかけてもらい、携帯電話がどこにあるか
見てもらいます。その時私は隣の日本人の同僚に
聞いて、私の電話番号をダイヤルしてもらえない
かと言って、携帯電話を見つけることができなく
て、携帯電話のベルによってどこにあるか探した
いとたのみました。私がきちんと説明しなかった
のか、その人は婉曲に断りました。（B）

調査対象者は日本人はまずルールを守ることを選
び、中国人は違うと言う。中国人にとってルールも
大事だが、効率性が重んじられることが多い。だか
ら中国人から見ると、日本人は柔軟じゃない気がす
るようだ。このような人付き合いにおける文化の違
いにより、調査対象者が日本社会に溶け込む過程で

困難に直面することとなった。
山口から大阪に引っ越しました。早めにチェック
アウトしなければならないので、チェックアウト
するときはとても面倒です。私の後輩が日本に来
るので、家を見せてあげたいと思っていました。
私の部屋の中には何でもあるので、あなたに残し
ておくことができて、今住んでいる家をそのまま
貸してあげるつもりだと言いました。そして管理
会社の意見を聞くと、管理会社はこのような場合
でも家を空にして、次の人が入居するまで待つ必
要がありますと言いました。でも私の家具も前の
先輩が残したものでした。なぜ前の私の先輩は家
具を私に残しておくことができたのでしょうか。
後で私は前にこの管理会社に中国人仲介業者がい
たことを知ったので、比較的柔軟だったかもしれ
ません。しかし当時は仕方がなく、慣れるしかあ
りませんでした。最後にすべてのものをゴミとし
て処理しました。（D）

毛・大坊（2006）は「中国人と比べた場合の日
本人の人づきあいの特徴」という質問に対して、日
中両国の留学生から共通に「距離感」、「表出しない」、
「上下関係」、「和の維持」、「相手に気を遣う」とい
う5つの上位カテゴリーを得た。今回のインタ
ビューでもこれら5つすべてに関する話が聞かれ
た。
また上原他（2011）が指摘しているように、中
国人と日本人では友人観が異なり、中国人のほうが
より近い友人関係を好むことがわかっている。本研
究の調査対象者も職場以外の生活面で、このような
文化的葛藤を日本人に対して感じている。彼女たち
は日本人は距離感があり、生活の中で日本人のネッ
トワークに溶け込むのが難しいと考えているので、
友人のほとんどは中国人であることが明らかになっ
た。

5-7　帰属感と適応のパタン
調査対象者に日本への帰属感をたずねると、ほと
んどの場合、「孤独」に関する言及があった。多く
の者が日本での生活に多かれ少なかれ孤独感を感じ
ており、それに対する対処が日本での適応感に影響
を与えている。
帰属感があると述べたのは、日本での居住歴が今
回の調査対象者の中で最も長いEだけだった。
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日本に帰属感があるかどうか、この問題は数年前
には言いにくかったと思います。以前の私の個人
的な感覚は、私は日本に自分の家を持っていて、
それから自分のものを詰め込んでいましたが、私
に家があるという感覚を感じさせることはできま
せんでした。（中略）しかし、すべての実際の生
活は日本で発生しているので、次第に日本に帰属
感を持ってきました。そして次第に日本という生
き方に慣れてきました。以前は買い物が好きでし
たが、今はキャンプ、海での休暇、温泉旅行、ス
キーが好きです。日本人たちが好むこの生き方で
す。（E）

E以外で日本に帰属感があると述べた者はいな
かったが、孤独感がなければ日本で生活することに
特別問題を感じていることはないようだった。（C
には帰属感についてたずねられなかった）。Bはそ
れを慣れの問題だと語っている。

親戚や友人もほとんどいないので、日本への帰属
感もあまりないです。でもとても仲の良い友達が
います。全体的にはあまり孤独ではありませんが、
たまに孤独なこともあります。早くから慣れてい
ました。（B）

AとGはそれをそういうものだと受け入れてい
る。

私は日本に対してずっと帰属感がないが、孤独で
もないし、私にとって日本人の輪に溶け込むのは
主観的にも客観的にも不可能なことです。中国も
日本もあまり包容力のない社会だと思います。移
民の国ではないからです。外国人は永遠に外人で
す。グループ外の人として見られてしまいます。

（A）

実は中国にいたときも帰属感はありませんでし
た。ただ文化の上の熟知感です。日本の音楽やア
ニメが好きです。でも、それで日本人のようにな
ることはありません。ただ好きなだけです。文化
を楽しんでいますが、この文化に完全に溶け込ん
でいません。きっと孤独になるから、今は友達を
誘って、おしゃべりをしたりします。  （G）

Fは帰属感はなくても、自由に生きる場として日
本を意識している。

孤独感がほとんどない時、私は一人暮らしを楽し
んでいます。日本に対しても帰属感はありません
が、私は日本が私に自由を与えてくれたと感じて、
私は自分のやり方で成果を得ることができて、同
時に私に認知と自信を築くことができました。私
は日本という社会に属しているのではなく、日本
のような場所で自分を築く必要があると思いま
す。（F）

今回の調査対象者の中で孤独感を強く感じている
のはDだけだった。彼女は孤独感を感じつつ、日
本を単なる仕事と生活の場として割り切ろうとして
いる。

日本での生活はとても孤独で、特に毎日家で仕事
をしていて、誰にも会えなくて、毎日パソコンの
画面に直面しているだけでとても孤独だと感じて
います。
特に祝日の時です。さっき帰ってきた途中で街に
クリスマスの飾りが展示され始めているのを見ま
した。お祭り気分を感じたとき、孤独感は最強で
す。
私は日本に帰属感がありません。それが他の国だ
とは思いませんが、私はそれがただの場所であり、
今仕事と生活をしている場所だとしか思いませ
ん。 （D）

適応については、小松・黄・加賀美（2017）が
指摘するような「協調的調整」「回避」「同調」「自
己主張」といういくつかのパターンが見られた。仕
事の上での葛藤については、小松らの分類でいう「協
調的調整」による適応がやはり多く見られた。しか
し上記でも見たように仕事の中でも性別分業につい
ては、自己主張し外国人として自分たちのやり方を
押し通すやり方をとるものも見られた（E）。
またプライベートな人間関係では、中国人との友
人関係を優先するというやり方が一般的であるよう
だ。仕事とプライベートをはっきりわけた上で、仕
事での人間関係は仕事と割り切って相手に寄り添
い、プライベートでは日本人と距離をとるやり方が
見られた。それが結果的に、日本的な人間関係の文
化の受け入れにつながっているともいえる。
彼女たちは今後しばらく日本での生活を続けてい
くつもりだが、いつかは中国への帰国も視野には入
れている。その意味で、Uriely	（1994）のいう永
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続的ソジョナーとなっていく可能性が高い（坪谷	
2018）。ただ彼女たちが坪谷（2018）の調査対象
となった上の世代と異なるのは、結婚や出産への意
志がより弱いことである。また情報化が進んだ今、
中国とのつながり方も大いに変化し、中国からの留
学生の数も今後も拡大していくだろう。彼女たちの
今後の日本社会とのかかわり方は、これからも調査
を続けていく必要がある。

結論と考察
本研究で主に明らかになったのは、中国からの女
子留学生のプライベートにおける人間関係の閉鎖性
であった。仕事の上では、日本の職場環境に溶け込
みつつも、その関係がプライベートな人間関係とは
概ね遮断されている状況が垣間見えた。日本人との
人間関係は主に職場に限定され、プライベートでは
職場とは別にできあがった中国人のネットワークと
つながっている傾向が見られた。

その原因はいくつかあげることができる。
①	日本国内の中国人の数が増えてきたため、日本在
留の中国人だけのネットワークによってさまざま
な便宜がはかられるようになってきたこと。
②	中国語を前提とするSNSのネットワークの利用
が多いため、各地に住む中国人との人間関係を優
先しがちなこと。
③	日本人の心の壁が高く、なかなかその壁を越えて、
友人関係になることが難しいこと。また日中の友
人の文化的定義が異なり、日本人の友人間の距離
感が、中国人としての友人関係として十分あては
まらないこと。
④	性別役割期待が、日本人とは異なり、職場におい
て、日本人の女性がとっているような役割に抵抗
を感じ、人間関係を深めることがしづらいこと。
⑤	もともと仕事優先の意識が高い人が、日本に留学
し、日本に残って就職していること。
⑥	今回の調査対象者は、コロナ禍の状況下で留学し
ていた者が多かったため、日本人とのプライベー
トな友人関係を築くことが難しかったこと。

調査対象者は職場に葛藤があっても、職場環境に
溶け込むために消極的に適応することを選んだ。価
値観に違和感があるため、彼女たちは自分が本当に
日本人のネットワークに溶け込むことができず、表

面的な礼儀正しい同僚関係を維持するしかないこと
を知っている。だから彼女たちが職場に溶け込む方
法は、日本人と同じように距離感を保つことだと言
える。職場で認められていない性別の分業について
は、外国人として守らなくても責められないので、
日本人女性と同じやり方ではないことを選んだ。だ
から彼女たちは消極的に日本社会に溶け込んでいる
と言え、価値観に違和感があっても必要なことや自
分に有利なことについて適応した。自分には関係な
いことや外国人として許されることは自分なりのや
り方をとることがわかる。

①のような中国人ネットワークによる適応は、今
回特に5-1節でとりあげた就職活動時に見てとれた
が、日常の業務における中国発の情報の質と量の拡
大（5-3節）にも関係している。こうした中国人留
学生の数の力は、周（2017）が述べるように近年
の傾向であると考えられるが、それが日本人とのプ
ライベートな関係と切り離される方向で働いたの
は、②の利用するSNS媒体の違いや③や④で見ら
れるような日中の文化的な友人観の違い（5-6節）
や性別役割意識（5-5節）の違いも関係している。②、
⑤〜⑥については本稿では詳しくとりあげることが
できなかった。⑤については、中国で海外への留学
に関心を持ちながら、実際には留学することのな
かった人々や、日本に留学後、中国に帰国して就職
した人たちとの比較によって今後明らかにすること
ができるだろう。⑥については、今後コロナ禍がお
さまった時期に日本に留学してきた中国人留学生に
ついて調査を行うことで、その影響が明らかとなる
だろう。
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